
笹中だより

３ 年 生 校 外 学 習 ｉｎ 六 甲 山 牧 場
９月１１日（金）に、３年生が校外学習で、六甲山牧場に行

きました。コロナの影響で、当初５月に予定した「修学旅行ｉ

ｎ鹿児島」が、８月に延期となり、さらに、伊丹市として、修

学旅行そのものが中止になったため、それに代わる行事が何か

できないものかと、３年生の先生方が検討を重ね、この校外学

習が実現しました。時々小雨が降りましたが、自然の中で一日

ゆっくりと、童心にかえった気分で過ごせ、良い経験だったと

感じました。おみやげも買えましたしね！

【 第２回 学 校 運 営 協 議 会 】
～ 「 学力 」が全てではないが、されど「 学力 」～

９月１１日（金）１７：００～、第２回学校運営協議会を開催しました。最初に、３０分ほど

リニューアルした特別棟教室を見学していただきました。どの委員さんからも「すばらしい環境

が整いましたね。こんなにきれいな校舎、教室で学べるなんて、ほんとに羨ましい。」とのこと

ばをいただきました。また、ちょうど、吹奏楽部が合奏中だったのですが、「１年生でも、あん

なに力強く、響きのある音が出せるんですね！」と、お褒めのことばもいただきました。

見学後は、会議室で、「学校の現状やコロナ対策、今後の予定」などについて、報告を行いま

した。その中で、特に議題になったのが、毎学期学級担任の先生が記入する「通知表の所見」に

ついてと、今後の「オープンスクール（授業参観）のあり方」についてでした。

様々なご意見を出していただき、活発な議論となりました。それらを参考に再度、校内での検

討を進めていく予定です。

最後に、総合アドバイザーである太成学院大学教授伊藤博先生より、平成２８年度に試行し、

翌平成２９年度から本格実施した「笹トレ」の意義について、その重要性をご助言いただ

きました。

平成２６年度～３１年度までの「全国学力・学習状況調査」のデータをもとに、「笹トレ」が

今の笹中の落ち着いた状況に、いかに影響を及ぼしているか、について説明されました。教職員

のみならず、生徒・保護者ふくめ、再度その重要性を認識する必要があるとのことでした。

「笹トレ」は、

【 学校全体の学力向上への寄与 】【 生徒の自己肯定感の向上 】につながっている。
“教える側の生徒（笹トレティーチャー）”は、

「他の人を教える」ことの有用感（人の役に立つ）、教え方の工夫を重ねる、家庭での自己学

習の深化・・・などの意義

“教わる側の生徒”は、

学級内（大勢の前）では言えない「わからない」が言え、その部分を個別に直接教えてもらえ

る、苦手意識の克服・・・などの意義

最後に伊藤先生から、「学力」が全てではないが、されど「学力」。学力をつけてあげること

で、その生徒の「進路選択の幅」が広がるのです。と、まとめのことばがありました。
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令和２年度 「 土 曜 学 習 」スタート！！

今年度の「土曜学習」が、９月１２日（土）からスタートし

ました。例年の会議室からＡＬ教室での実施としたり、健康チ

ェックカードの提出、手指消毒、スタッフの方にはフェイスシ

ールドの装着、十分な座席の間隔、換気、など、様々なコロナ

対策をした上で実施をしました。

今年度の参加登録者数は３２名、スタッフは、毎回１０名前

後が来てくれます。半年間最後まで、充実した内容にしていき

たいと思います。なお、欠席の時は必ず連絡をお願いします。

【 部活動・コンクールの誉れ 】 （※氏名敬称略）

～ 令和２年１月～９月１３日分 ～

＜団体の部＞

○ 男子バレーボール部 準 優 勝
伊丹市中学校夏季交流大会

○ 男子ソフトテニス部 優 勝 （ 阪神大会出場！ ）

伊丹市中学校新人体育大会

＜個人の部＞

伊丹市中学校新人体育大会

○ 男子ソフトテニス部（川本晶登・土井莉玖 ペア） 準 優 勝 （阪神大会出場！ ）

○ 男子ソフトテニス部（川本晶登・土井莉玖 ペア） 第 ３ 位 伊丹市民スポーツ祭

○ 女子ソフトテニス部（山下心葉・佐藤友良 ペア） 第 ３ 位 伊丹市民スポーツ祭

○ 卓 球 部 神﨑 華子 準 優 勝 伊丹市中学校夏季交流大会 女子の部

○ 卓 球 部 今村 修生 準 優 勝 兵庫県学年別大会阪神地区予選 男子の部

○ 水 泳 竹内 慶悟 優 勝 兵庫県新人大会 ３年男子 ４００ｍ個人メドレー

○ 水 泳 竹内 慶悟 第 ３ 位 兵庫県新人大会 ３年男子 ２００ｍ個人メドレー

○ 美 術 「 第５７回 中 学 生 海 の 絵 画 コ ン ク ー ル 」
永 井 温 佳 作 （ 近 畿 海 事 広 報 協 会 会 長 賞 ）


